
メディアの未来を日本の中心で考える
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- カンファレンスレポート -

　今回のカンファレンスは、当組合にとって初めての主催・
企画となるイベントでした。
　普段からメディアやコンテンツに関わる業務をしている当
組合にとっては、「ソーシャル」と聞いただけで、少し敬遠し
がちですが、お客様への今後の企画・提案の知識としては、
非常に大きな収穫があったと思います。

 開催にあたって

主催　中部グラフィックコミュニケーションズ工業組合
日時　2014 年 1 月 24 日（金）
場所　ウインクあいち

 開催概要

13:30 ～ 開会のご挨拶
13:40 ～ 15:20※  【基調講演】小林 弘人氏
 メディア化する企業と新しい時代のマーケティング
15:30 ～ 17:10※  【セミナー 1】徳力 基彦氏
 企業のソーシャルメディア活用の基本コンセプト
17:20 ～ 19:00※  【セミナー 2】町田 聡氏
 最先端映像表現を用いたマーケティング手法
19:00 ～ 閉会のご挨拶
19:30 閉場

 当日のスケジュール（※講演は全て、講演 90 分＋質疑応答 10 分）

受付 会場の風景
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小
林
氏
が
代
表
を
務
め
る
株
式
会
社
イ

ン
フ
ォ
バ
ー
ン
は
、
1
9
9
8
年
か
ら
多

数
の
国
内
外
企
業
の
コ
ン
テ
ン
ツ
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
オ
ウ
ン
ド
・
メ
デ
ィ
ア
構
築
・

運
用
を
支
援
し
て
き
た
企
業
で
す
。

今
回
は
、
我
々
に
と
っ
て
は
聞
き
慣
れ
な

い
キ
ー
ワ
ー
ド
「
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
」
に
つ

い
て
詳
し
く
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
か
ら
S
N
S

が
浸
透
し
、
単
純
な
訴
求
で
は
効
果
を
見
込

め
な
い
ほ
ど
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
に
対
し
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ

を
扱
う
我
々
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な

の
か
…
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
お
客
様
（
ま
た

は
そ
の
先
の
お
客
様
）
と
ど
の
よ
う
に
お
付

き
合
い
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
そ
う
い
っ

た
非
常
に
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
し
た
。

具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
前
田
建

設
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
事
業
部
」
は
、
舞
台
化
ま

で
さ
れ
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
客
様

や
求
職
者
な
ど
に
「
自
分
達
の
仕
事
を
ど
の

よ
う
に
伝
え
る
か
」
で
悩
む
こ
と
が
よ
く
あ

る
自
社
や
、
印
刷
や
W
e
b
な
ど
多
種
多

様
な
メ
デ
ィ
ア
に
対
応
を
迫
ら
れ
る
当
組
合

企
業
に
と
っ
て
も
面
白
い
試
み
と
し
て
聞
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

メ
デ
ィ
ア
と
い
う
と
W
e
b
、
S
N
S

な
ど
最
近
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
想
像
し
て
し

ま
い
ま
す
が
、ど
れ
も
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、

固
執
す
る
必
要
は
な
く
、
色
々
な
メ
デ
ィ
ア

を
駆
使
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

ど
う
と
る
か
が
課
題
で
あ
り
、
し
か
も
継
続

的
な
努
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
自
社
の
中
に
あ
る
ア

イ
デ
ィ
ア
を
少
し
斜
め
に
見
た
り
、
も
っ
と

外
部
（
ユ
ー
ザ
ー
視
点
）
か
ら
の
目
線
で
自

社
を
見
る
こ
と
で
、（
意
中
の
相
手
に
送
る

ラ
ブ
レ
タ
ー
の
よ
う
な
）
良
質
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
作
る
事
が
出
来
た
り
、
面
白
い
発
想
が

で
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

メディア化する企業と
新しい時代の
マーケティング

基調講演株式会社インフォバーン代表取
締役 CEO。株式会社デジモ代
表取締役。ビジネス・ブレーク
スルー大学教授。「ワイアード」
「ギズモード・ジャパン」など、
紙とウェブの両分野で多くの
媒体を立ち上げる。1998 年に
デジタル・エージェンシー企
業・株式会社インフォバーンを
設立。企業メディアの立ち上げ
から運営とコンテンツ・マーケ
ティングを支援。

株式会社インフォバーン
代表取締役CEO 小林 弘人 氏
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ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
」

と
は
、
一
体
何
な
の
か
？

メ
デ
ィ
ア
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、徳
力
氏
は
そ
の
性
格
は
異
な
り
、

「
双
方
向
の
メ
デ
ィ
ア
」
だ
と
言
い
ま
す
。

マ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
、
企
業
か
ら

ユ
ー
ザ
ー
へ
一
定
方
向
だ
と
す
る
と
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
双

方
向
に
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
…
し

か
し
、
実
際
に
は
誤
解
も
あ
る
よ
う
で
す
。

徳
力
氏
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
特
長

や
よ
く
あ
る
誤
解
を
分
か
り
や
す
い
説
明
で

紐
解
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
値
を
伴
っ
た
事
例
の
紹
介
に
よ
っ
て
、

説
得
力
の
あ
る
お
話
が
続
き
、
そ
の
後
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
効
果
的
に
活
用
し
、
利
用

者
と
の
会
話
を
通
じ
て
効
果
的
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
た

「
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

の
５
つ
の
戦
略
に
つ
い
て
時
間
い
っ
ぱ
い
ま

で
使
っ
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

NTT や IT 系コンサルティ
ングファーム等を経て、
2006 年にアジャイルメ
ディア・ネットワーク設立
時からブロガーの一人とし
て運営に参画。「カンバセー
ショナルマーケティング」
をキーワードに、ソーシャ
ルメディアの企業活用に
ついての啓蒙活動を担当。
2009 年 2 月には代表取締
役社長に就任。

企業のソーシャル
メディア活用の
基本コンセプト

セミナー

アジャイルメディア・ネットワーク株式会社
代表取締役社長 徳力 基彦 氏
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デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
A
R
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
コ
ン
テ
ン

ツ
サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
て
き
た
町
田
氏
に
よ

る
数
々
の
実
際
的
な
お
話
を
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ン
ツ
サ
ー
ビ
ス
を
成
功
さ
せ
る

に
は
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
」「
シ
ス
テ
ム
」「
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
３
つ
が
必
要
で
、
単
独

で
は
な
く
運
用
を
含
め
て
一
貫
し
て
提
供
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ど
う
し
て
も
機
器
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
か

ら
入
り
が
ち
な
の
で
す
が
、
そ
れ
も
重
要
で

す
が
、
や
は
り
コ
ン
テ
ン
ツ
も
重
要
で
す

し
、
そ
れ
ら
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
運
用
（
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
す
る
こ
と
も
重
要
。

そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
考
え
て
進
め
て
行

か
な
い
と
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
成
功
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
A
R
な
ど
、
最

近
よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
意
味
が
間
違
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
部

分
が
あ
る
よ
う
で
す
。

今
は
ま
だ
イ
ン
パ
ク
ト
が
先
行
し
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
技
術
を
進
歩
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に
正
し

く
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
町
田
氏

が
参
加
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

は
、
用
語
の
整
理
な
ど
も
含
め
て
普
及
活
動

を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
は
、
特
定
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
の
集
客
が
期
待
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
し
か
し
、
単
独
で
行
っ
て
も
集
客
は

も
と
よ
り
効
果
測
定
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ

で
も
や
は
り
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し

て
、
人
を
あ
る
特
定
の
場
所
に
集
め
る
と
い

う
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

後
半
で
は
、国
内
外
の
事
例
を
は
じ
め
、

実
際
取
り
組
ん
だ
と
き
の
苦
労
な
ど
も
交
え

て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
こ
れ

か
ら
発
展
し
て
い
く
メ
デ
ィ
ア
と
な
り
ま
す

が
、
こ
う
い
っ
た
技
術
が
昇
華
す
る
前
の
段

階
で
具
体
的
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

日本 SGI（株）のデジタルサイネー
ジ、コンテンツサービス担当部長
を経て、2010 年にアンビエント
メディアを設立、デジタルサイ
ネージの媒体開発、３D映像の制
作プロデュース、プロジェクショ
ンマッピングのプロデュースなど
を手掛け、現在に至る。一般財団
法人プロジェクションマッピング
協会 アドバイザー／超臨場感コ
ミュニケーション産学官フォーラ
ム（URCF） アドバイザー

最先端映像
表現を用いた

マーケティング手法

セミナー

アンビエントメディア　代表
コンテンツサービスプロデューサー 町田 聡 氏
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052-218-7460
東洋インキ株式会社 中部支社

GCCでは本誌面に掲載する
広告を募集しております。
詳しい詳細は事務局まで
お問い合わせ下さい。

広
告
募
集
中

◎ マーケティングの考え方、基本がわかるセミ
ナーでした。

◎ デジタルマーケティングのあり方を改めて知り
ました。上手く活かしていきたいです。

◎ 具体的でわかりやすく「メディア化ってどうい
うこと？」と思いましたが、なるほどと関心し
ました。

◎ プッシュブルのコミュニケーションという言葉
が印象的でした。

◎ 事例紹介が多かったので、対応的な内容が聞き
たいと思いました。

◎ ソーシャルメディアカンバショナルマーケティ
ングなど偏見を持っていたが、しっかりとした知
識のもと、自分の考え方が持てるようなりました。

◎ 動画で紹介いただけたので理解しやすかったです。

◎ 専門的な話題が多く、関心の高い内容で興味深
かったです。

◎ 映像でしか見たことがありませんでしたが、現
場の話が聞けて参考になりました。

◎ デジタルサイネージ、プロジェクションマッピン
グはビジネスにどう結び付けるか難しかったです。

とても良かった 30
良かった 23
よくわからなかった 1

とても良かった 28
良かった 24
よくわからなかった 2

とても良かった 10
良かった 30
よくわからなかった 3

『最先端技術表現を用いた
 マーケティング手法』について

『企業のソーシャルメディア活用の
  基本コンセプト』について

『メディア化する企業と新しい時代の
  マーケティング』について

 その他のご意見

◎ 大変充実したセミナーでした。
◎ 今後も中部地区を元気にさせる企画を希望します。
◎  90 分の 3本立はハードでしたが、色々勉強になりました。
◎ 定期的にマーケティング関連のセミナーをお願いいたします。
◎  ARやマッピングのお話がすごく興味深かったです。イベントに活かしたい。

今回は、年始にもかかわらず 80 人の参加者となりました。
また、アンケートにもお答えいただきましてありがとうござ
いました。
より一層の努力をもって、次回開催へと繋げたいと思います。
 クロスメディア委員会 委員長　川原正隆

 終わりに

アンケート結果

良かった 良かった

良かった

とても
良かった

とても
良かった

とても
良かった
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コント
ローラー

付加価値
生産性 多任務を“成し遂げる”

高付加価値生産性を維持し収益性向上。上位機と同等の
高水準オプション機能を精緻でコンパクトな本体に拡張できます。

環境を守る知恵と工夫を凝縮し、サスティナブルスペックを向上。
今日のビジネスに欠かせない社会貢献的視点を加味しています。

環境負担低減に“貢献する”環境負荷
低減

今号は、コニカミノルタビジネスソリューションズ株式会社様のご厚意により、bizhub PRESS C8000で印刷していただきました。
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